
・ 大語彙音声認識システム ・ 統計的言語処理
・ 雑音下音声認識 ・ 話者適応化
・ 感情音声認識 ・ ストレス情報抽出
・ 高齢者見守りシステム ・ 摂食嚥下音情報処理
・ 多人数インターラクション分析 ・ 発話区間抽出
・ 音声対話・理解システム ・ テキスト音声合成

■ 技術相談に応じられる関連分野

Keyword : 音イベント、音声認識、行動理解、健康管理、高齢者

■ その他の研究紹介
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音情報収集・抽出技術

2014年4月まで外資系企業研究所で大語彙連続音声認識手法や音声を用いた感情抽出、会話分析な
どの研究開発を行ってきました。主な成果物は次のようなものです。
＊ディクテーションソフトウェア ＊音声検索ソフトウェア
＊車載用音声理解システム ＊会話音声のテキスト化技術
＊統計モデルに基づくテキスト音声合成技術

学術院情報学領域
情報科学系列

教授

西村 雅史

[音情報の活用技術]
音、特に音声は豊富な情報を含む巨大な情報源（ビッグデータ）ですが、テキストデータなどに比べてコン

ピュータ処理可能な形で記録されることが少なく、多くのデータが日々霧散しています。

この研究室ではビッグデータの時代にあって未活用な音情報資源に着目し、音声認識技術による言語的な情
報抽出に加え、音イベントの自動検出に基づく人の心身状態理解のための技術を研究開発しています。

＊高齢者の健康管理への応用例

これまでさまざまなセンサーを組み合わせて高齢者の行動を把握しようとする研究が多数行われて来ましたが、
高齢者にさまざまな負担がかかったり、また、センサーのコストの問題や、収集されるデータ量に比してデータの
利用価値が乏しいといった課題もありました。

音情報は収集が容易な上に、情報に富んでいます。特に高齢者の健康と関連が強い認知機能と嚥下機能は、
それぞれ「話すこと」、「食べること」と深く関係しています。そこで、「話し声」、「咀嚼・嚥下音」を収集分析すること
で、これらの機能の状態について正確に把握出来るのではないかと考え、その方法を研究開発しています。こ
れまでに、咽喉マイクと呼ばれる首に装着するマイクと集音マイクを併用し、それらの相関を利用する方法、識
別に適した特徴量抽出の方法、時間構造を反映した統計的モデルの利用などにより、多人数会話中の本人発
話、嚥下や咀嚼の検出などが高い精度で実現できることを確認しています。

・特筆すべき研究ポイント：
高齢者でも簡単に装着でき、かつ、長時間の利用が可能な情報収集方法。

・新規研究要素：
健康維持にとって重要な、「話すこと」、「食べること」を中心に、人の状態を正確に把握するための情報抽出技

術を研究しています。特に、音イベントの自動検出・分析という新たな課題の解決に取り組んでいます。
・従来技術との差別化要素・優位性：
音声認識や会話分析のために開発してきた先端技術の適用により、高精度な音情報抽出と、認知機能や嚥

下機能に関連した健康状態の数値化・可視化を実現します。
・特許等出願状況：
音声情報処理全般に関する成立特許多数。（ただし、前職での発明）

食べること 感情・ストレス話すこと 日常行動 睡眠

音情報ビッグデータ
音情報
収集

情報
抽出と
分析

機械
学習

■ 技術相談に応じられる関連分野

Keyword : 自動音声認識、収録音声検索、音声照合、コミュニケーション支援

学術院工学領域
数理システム工学系列

准教授
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・目的に併せた音声情報検索システム（テキストまたは音声入力による収録音声の検索）の構築

・多人数会話・会議向けの検索利用を前提とした低コストな音声収録システム、議事録作成支援（話者
の自動分類、音声区間の自動分割）システムの構築

・電話音声や現場音声などの実環境向けの情報検索や発見の最適化

・音声対話インタフェースの開発

音声メディア利活用のための音声情報処理技術

甲斐 充彦

話し言葉の音声をテキスト化する自動音声認識技術
をはじめとして、人間同士で交わされる音声情報をコン
ピュータで処理し、音声メディアの利活用につなげるた
めの音声情報処理の基礎技術および応用システムに
関する研究を進めている。

基礎技術の例
•大語彙自動音声認識システム

•話し言葉の自動音声認識や検索のための大規模音
声・言語資料からの知識獲得（機械学習）
•遠隔マイクロフォンによる収録音声の雑音・残響抑圧
•複数のスマートフォンを用いた遠隔音声認識システム

応用システムの例

•大規模な録音データからの音声検索（キーボード入力
または音声入力による発言内容の検索）

•多人数の発言や環境音を含む録音データからの話者
の自動分類や、特定のキーワードや音響イベントの自
動検出（自動話者分類・議事録化、再利用支援）
•語学教育支援システム
•対話的な音声入力インタフェースシステム

・特筆すべき研究ポイント：
＊ 自動音声認識システムの基礎技術から音声検索など対話的な応用システム開発までの実績
＊ 雑音・残響を含む遠隔収録音声や多人数会議音声など実環境データをターゲットとした音声情報処理技術
を研究

・新規研究要素： （世界初あるいは日本初など）
＊ 残響特徴の自動推定による遠隔発話音声認識の高精度化
＊ 複数スマートフォンの同時利用（非同期録音）による低コストな遠隔発話音声認識システムの開発
＊ 音声認識技術と検索技術を組み合わせた音声版SNSクライアントの開発

・従来技術との差別化要素・優位性：
＊ 音声言語情報の獲得、雑音・残響抑圧のチューニングから応用システムの最適化まで、大規模な事例デー
タからの機械学習によって適応する仕組みを基盤として実環境の多様な要求に対応可能
＊ 自動認識・検索システムの不完全さを補うためシステム自身の信頼性評価に関する基礎研究を行っており、
高精度の維持が難しい実環境において人間を支援するユーザインタフェース開発を提案可能

・特許等出願状況：
音声対話システムに関する技術として共同出願1件．「対話理解装置」（特願2003-040053）

■ その他の研究紹介

・語学学習支援のための学習者音声の評価システムの開発

・運転行動信号（ハンドル、アクセルなど）による運転状況認識技術の開発

・楽曲データからのジャンル自動分類、歌手識別技術などの開発
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